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工事をされる方へ
◎この工事説明書をよくお読みになり、正しく施工	
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認して、お客様に使用方法・点検について十分
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◎この工事説明書は『取扱説明書』と一緒に必ず	
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お客様へ
このたびはネポン製品をお買い上げいただきまして、
まことにありがとうございます。
◎この工事説明書は、『取扱説明書』、『保証書』とともに	
いつでも見ることができるところに必ず保管して
ください。

ABX-1000A
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本書の読みかた
■�本書はAN-BOXの工事説明書です。はじめから順番にお読みになり、正しく工事してください。
■本書の対象読者
工事を行なう専門知識をもった方を対象に記載しています。�

■�マークについて
本書で使われているマークには次のような意味があります。

・� 危険、 警告、 注意 �
安全上の注意についての説明です。必ずお読みください。各マークの詳細な説明は ｢安全上の注意｣
に記載しています。

・� お願い �
機能をご利用になるときに留意していただきたい項目を記載しています。お客様の操作や問い合わせの
必要があることを記載していますので、必ずお読みください。
・��『』�
本書以外の分冊名称を示します。
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1．安全上のご注意
この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しく施工してください。
ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容ですので、必ずお守りください。

表示と意味は、次のようになっています。

※物的損害とは、業務用施設や栽培物および動植物に関わる拡大損害を意味します。

図記号の意味は、次のようになっています。

警告（WARNING）

必ず行う

機器の設置工事・電気工事・試運転は、必
ずお買い上げの販売店または工事業者が行
なう
工事や試運転はお客様ご自身では行わな
いでください。�
不備があると、感電や火災のおそれがあ
ります。

必ず行う

火災予防条例、電気設備に関する技術基準、
電気工事はそれぞれ指定の工事事業者に依
頼するなど法令の基準を必ず守る
法令違反になる場合や施工不備により、
感電、漏電、動作不良または火災のおそ
れがあります。

必ず行う

移設する場合は、必ずお買い上げの販売店
またはお近くのネポン営業所に依頼する
施工不備があると感電や漏電、火災、事
故などのおそれがあります。

禁止

ペースメーカーの近くで使用しない
電波によりペースメーカーが誤動作する
おそれがあります。

禁止

高温になる場所（火のそば、暖房機器のそば、
直射日光の当たる場所など）に設置しない
機器の変形・故障や内蔵バッテリーの漏
液・発熱・破裂・発火などの原因となり
ます。

必ず行う

使用中に異音・異臭・発煙など今までと異
なることに気づいた場合は電源を切る
そのまま使用すると、火災・やけど・感
電のおそれがあります。

警告（WARNING）

注意（CAUTION）

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内
容を示します。
誤った取り扱いをすると、人が軽傷を負う可能性や物的損害※の発生が想定
される内容を示します。

ネポン指定以外の部品などの	
取り付けについて

ネポン指定以外の部品などの取り付けおよび
使用は、製品の性能を損ねる改造行為となり
ます。
改造を行った場合、弊社は保証期間内でも	
製品に関する一切の責任は負いません。
ネポン指定以外の部品などの使用による事故、
機器の故障およびその他のトラブルなどは、	
すべてお客様の責任の範囲で処置いただくこと
となります。

注意（危険、警告を含む）を示します。
具体的な注意内容は、△の中や近くに絵や文章で示します。

注意

禁止（してはいけないこと）を示します。
具体的な禁止内容は、 の中や近くに絵や文章で示します。

禁止

強制（必ずすること）を示します。
具体的な強制内容は、●の中や近くに絵や文章で示します。

必ず行う
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安全上のご注意

警告（WARNING）

禁止

落としたり、投げたりして強い衝撃を与え
ない
機器の故障や内蔵バッテリーの漏液・発
熱・破裂・発火などにより、火災・やけど・
感電のおそれがあります。

ぬれ手禁止

ぬれた手で触らない
感電や故障のおそれがあります。

分解禁止

分解・修理・改造をしない
ご自分で修理などを行ない使用されると、
事故のおそれがあります。

注意（CAUTION）

禁止

施設園芸用以外で使用しない
この機器は施設園芸専用です。他の用途
には使用しないでください。�
事故や故障のおそれがあります。

必ず行う

安定した足場で作業する
不安定な場所で作業すると、けがのおそ
れがあります。

ぬれ手禁止

ぬれた手で、制御盤に触れない
感電のおそれがあります。

禁止

通電した状態で作業しない
電源線を外す、またはブレーカーを切る
などしてください。
感電や故障のおそれがあります。

アース線を…
必ず接続する

アース（Ｄ種接地）工事を確実に行う
故障や漏電のときに感電をするおそれが
あります。 必ず行う

センサーやオプション品（別売品）もネポ
ン指定品を使用する
指定以外の部品を使用すると、事故や故
障のおそれがあります。

必ず行う

工事や試運転が正しくされているか確認	
する
不備があると感電や火災のおそれがあり
ます。

禁止

範囲外の電源を接続しない
電源はAC90～ 220V（50Hz/60Hz）
の範囲内でご使用ください。
範囲外の電圧で使用すると、感電、火災、
故障の原因になります。

禁止

電源コードを傷つけない
漏電や感電のおそれがあります。

水ぬれ禁止

機器や電源に農薬や水をかけない
感電、機器故障や製品寿命を損なうおそ
れがあります。

必ず行う

雷が発生しているときは、元電源を切る
火災や故障のおそれがあります。

禁止

結露した状態で使用しない
火災や故障のおそれがあります。

禁止

垂直面以外の壁や天井に取り付けない
ぐらついた台の上や傾いたところなど、
不安定な場所に置くと、倒れたり、落下
してけがや故障などの原因になるおそれ
があります。

禁止

本製品の上に乗らない
壊れてけがの原因になるおそれがありま
す。
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安全上のご注意

注意（CAUTION）

禁止

指定以外の部品を使用しない
事故や故障のおそれがあります。

禁止

指定以外の使い方をしない
事故や故障のおそれがあります。

禁止

周辺には電波をさえぎるようなもの（特に
金属製のもの）を配置しない
無線通信の到達距離や通信品質に影響が
でるおそれがあります。

禁止

異常・故障時は使用しない
ゲートウェイのSTATUSランプが赤色で
点灯または点滅していたら使用を中止し
てください。通信できず使用できないお
それがあります。

禁止

通電した状態で作業しない
作業の前に電源線を外す、または分電盤
などの元電源を切るなどしてください。
感電、故障のおそれがあります。

必ず行う

バッテリーを定期的に交換する
AN-BOX内に実装されているバッテリー
は、2年を目安に交換してください。�
バッテリーの交換のご依頼は、お買い上
げ販売店、またはお近くのネポン営業所
までお問い合わせください。
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2-1　仕様表
アグリネットボックス（ＡＮ－ＢＯＸ）

ＡＢＸ－１０００Ａ
Ｗ４１５×Ｈ３００×Ｄ１２０ｍｍ・５ｋｇ

保存時 －２０～６０℃・２０～９５％Ｒｈ（結露なきこと）
動作時 ０～４０℃・２０～９５％Ｒｈ（結露なきこと）
通信規格 ＬＴＥ方式

データ通信速度 下り：最大１００Ｍｂｐｓ、上り：最大５０Ｍｂｐｓ（理論値）
配線方式 有線方式、ＲＳ４８５通信
通信速度 ９.６／１１５.２ｋｂｐｓ（※１）
使用電線 シールド線ＭＶＶＳ・３心・１.２５ｍｍ２

最大総延長距離 ６００ｍ
　ハウスカオンキコントローラ：HKC-250/251/252/253/300

ハウスカオンキ３０型：ＨＫ－ｘｘ３０
　　　　モニタリングセンサーＭＡＣ－５０１０：８台（※２）

統合環境制御盤ＭＣ－６００１：４台
警報入力ユニットＡＡＬ－１００１Ａ：４台

子機警報、停電警報（※５）
ＡＣ１００Ｖ単相±１０％・５０／６０Ｈｚ・１３Ｗ
ＡＣ２００Ｖ単相±１０％・５０／６０Ｈｚ・１３Ｗ

予備ヒューズ（ＡＣ２５０Ｖ・５Ａ）

注記
１．接続する機器により通信速度が異なります。

３．海外でのご使用について
　　本製品は日本国内専用です。海外各国の安全規格や規制に準拠しておりません。
４．停電警報について
　　サーバーの負荷が高いときや、電波状態が良くないときに、
　　停電警報が正常に機能しないことがあります。

２．MAC-5010は、MAC-5010モードとMAC-5000互換モードの2タイプの設定があり、それぞれ4台ずつで最大8台まで
　　接続可能です。また、MAC-5000を接続する場合は、最大4台まで接続可能です。

子機最大接続台数

警報通報

電源電圧・周波数・消費電力

付属品

子機接続

品名
型式

外形寸法・質量

周囲温度・湿度

インターネット接続

：７台

2．仕様・外形寸法図
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仕様・外形寸法図

2-2　外形寸法図

30
24
5（
取
付
穴
）

21
.5

17 360（取付穴） 174xØ 6
停電警報用バッテリー アンテナ

電源接続用端子台 RS485接続用端子台

外形寸法図

各部名称

内部配置図

バッテリー
停電時、停電警報を発し、
ゲートウェイが
シャットダウンするまで
電源供給する電源

ACアダプター
商用電源より交換電源を入力し、装置内で使用する
直流電源を出力する装置

ゲートウェイ
AN-BOXのメインの
機能を司る小PC

電源監視基板
電源供給を監視し装置内の電源を制御する基板

LED1

STATUS

LED8 LED9 LED6 LED7 LED4 LED5 LED2 LED3
LED6
LED5

USB-RS485基板
ゲートウェイのUSBポートをRS485通信に変換する基板
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仕様・外形寸法図

2-3　ランプ部

30
24
5（
取
付
穴
）

21
.5

17 360（取付穴） 174xØ 6
停電警報用バッテリー アンテナ

電源接続用端子台 RS485接続用端子台

外形寸法図

各部名称

内部配置図

バッテリー
停電時、停電警報を発し、
ゲートウェイが
シャットダウンするまで
電源供給する電源

ACアダプター
商用電源より交換電源を入力し、装置内で使用する
直流電源を出力する装置

ゲートウェイ
AN-BOXのメインの
機能を司る小PC

電源監視基板
電源供給を監視し装置内の電源を制御する基板

LED1

STATUS

LED8 LED9 LED6 LED7 LED4 LED5 LED2 LED3
LED6
LED5

USB-RS485基板
ゲートウェイのUSBポートをRS485通信に変換する基板

ＬＥＤ 点灯状態 状態

ＳＴＡＴＵＳ

黄：点灯 本体およびＯＳ起動中

緑：点滅 SIM未挿入または電波受信待ち

白：点滅 モバイル回線電波強度：強

水色：点滅 モバイル回線電波強度：中

青：点滅 モバイル回線電波強度：弱

紫：点滅 モバイル回線電波強度：圏外

黄：点灯 OS終了中

赤：点灯 サーバーへの初回アクセス失敗

赤：点滅 アクセス失敗から5分経過後にOS終了開始

LED1 緑：点灯 DC24V出力時

LED6 赤：点灯 USB－RS485基板へのRS485データ送信時

LED5 緑：点灯 USB－RS485基板からのRS485データ受信時

LED8 緑：点灯 AUTOPRTN基板からのRS485データ受信時

LED9 赤：点灯 AUTOPRTN基板へのRS485データ送信時

LED6 緑：点灯 端子台「警報入力」接続機器からのRS485データ受信時

LED7 赤：点灯 端子台「警報入力」接続機器へのRS485データ送信時

LED4 緑：点灯 予備（未使用）

LED5 赤：点灯 予備（未使用）

LED2 緑：点灯 端子台「MAC」接続機器からのRS485データ受信時

LED3 赤：点灯 端子台「MAC」接続機器へのRS485データ送信時
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仕様・外形寸法図

2-4　システム図
AN-BOX1台に、RS485通信を使用して、次の機器を接続できます。

接続機器 通信・配線 最大接続台数

統合環境制御盤　MC-6001

RS485通信

4台

モニタリングセンサー　MAC-5000 4台＊1

モニタリングセンサー　MAC-5010 8台＊2

HKコントローラ　�HKC-250シリーズ�
HKC-300

ハウスカオンキ30型
7台

警報入力ユニット　AAL-1001A 4台＊１

ONVIF対応IPカメラ（静止画のみ） イーサネット 4台＊3

DC12V電源　AAL-1001A または MAC-
5000用 電源 4台＊１

＊１　�モニタリングセンサー（MAC-5000)と警報入力ユニット（AAL-1001A）は、合
わせて４台まで接続できます

＊2　�MAC-5010は、MAC-5010モードとMAC-5000互換モードの2タイプの設定
があり、それぞれ4台ずつで最大8台まで接続できます�
また、MAC-5000を接続する場合は、最大4台まで接続できます

＊3　�イーサネット用ハブに接続した場合（PoEハブには対応していません）

クラウドサーバー

親機

インターネット回線 パソコン・スマートフォン・タブレット                     

LTE

AC100／200V

分電盤 AN-BOX

子機

最大 4 台＊1

MAC

MC

警報入力

LAN

DC12V
電源

最大 4 台＊3

ONVIF 対応 IP カメラ

または警報入力ユニット
（AAL-1001A）

モニタリングセンサー
（MAC-5000）

最大 4 台
統合環境制御盤
（MC-6001）

最大 4 台＊1

モニタリングセンサー
（MAC-5000）

最大 8 台＊2

モニタリングセンサー
（MAC-5010）

RS485
9600bps
配線最長 600m

RS485
115200bps
配線最長 600m

RS485
19200bps
配線最長 600m

イーサネット
配線長 50m

DC12V 電源
配線最長 100m

最大 4 台
警報入力ユニット

（AAL-1001A）

同じラインであれば、順不同で接続できます

最大 7 台

HK コントローラ
（HK-250 シリーズ
　/HKC-300）
ハウスカオンキ 30 型
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開こんして、AN-BOX本体や付属品、また別途用意するものなどを確認してください。

3-1　AN-BOX本体
次の本製品をご確認ください。

3-2　付属品
次の付属品があることをご確認ください。

予備ヒューズ
（AC250V 5A）�

＜1本＞

工事説明書（本
書）�

＜1部＞

取扱説明書�
＜１部＞

3．開こん
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開こん

3-3　用意するもの
次の部品を用意してください。

	◎木ねじ（M4～ 5×4）
	◎電線�
次の表を参考にしながら、電線を選択してください。�

用途 使用する電線 最大全長

電源線 CV　2.0ｍｍ2　または　VCTF　2.0mm2 －

アース線 VSF相当2.0mm2　（緑／黄） －

通信線 MVVS　3心
1.25mm2　シールド線 600mまで

AN-BOXへの接続にはフェルール端子、または棒型圧着端子の準備が必要です。	
次の表を参考にしながら、フェルール端子と絶縁被覆付棒形圧着端子を選択してください。

線径
棒端子 フェルール端子

ニチフ製 富士端子製 ワゴ製 フェニックス	
コンタクト製 カメダ製

0.5mm2
TGN　TC-
1.25-9T VSP-1L

216-241 AI 0.5-10WH COS-0.5-11NC

0.75mm2 216-242 AI 0.75-10GY COS-0.75-11NC

1.25mm2 216-264 AI 1.5-12BK COS-1.25K-11NC

2mm2 TC2-16V-ST-C VSP-2L 216-246 AI 2.5-10BU COS-2-11NC

3-4　オプション品
ネポンでは次の専用オプション品をご用意しています。ご希望の使いかたに合わせてご用意ください。
オプション品を購入するときや詳細を知りたいときは、お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所に
お問い合わせください。

	◎電源供給用コード（MAC-5000用）�
MAC-5000（終売品）用のDC12V供給ケーブルです。
	◎アンテナセット（AN-BOX・通信Box用）�
AN-BOXのモバイル回線電波強度が弱い場合に使用します。�
モバイル回線電波強度が、紫色（圏外）～青色（弱）の場合にご用意ください。
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4-1　設置場所を決める
次の条件を満たすように施工してください。

	◎厚みが12mm以上ある木製の壁面に取り付けてください。
	◎次の場所への設置は避けてください。�
・高温、多湿となる場所�
　周辺温度・湿度を確認し、仕様の温度範囲内でご使用ください。�
・水や薬品のかかる場所�
・直射日光があたる場所�
・振動がある場所�
・壁面に垂直に取り付けできない場所�
・不安定な場所�
・落下の可能性がある場所�
・ラジオ、テレビなどの、強い磁界を発生する装置が近くにある場所�
　受信障害の原因となったり、テレビ画面が乱れたりすることがあります。�
・高周波雑音を発生する装置が近くにある場所�
　電波の性質上、到達範囲内であってもノイズや設置環境により通信不能に陥る場合が考えられます。
	◎本製品にビニール袋をかぶせたり、本製品の上に輪ゴムなどをおいたままにしないでください。本製
品の表面が変質する原因となります。
	◎雷発生が多い地域に設置する場合には避雷器を設置してください。
	◎次の場合には元電源を切ってください。�
・シーズンオフの場合�
・ハウスを長期間全開放状態とする運用をする場合�
・ハウスを締め切り高温殺菌する運用をする場合

	 お願い
●本機器に改造を行うと電波法に基づいた処罰を受けることがありますので、絶対
に行わないでください。
本機器の違法な改造および使用に関してはいかなる責任も負いかねます。

4-2　設置する

注意 安定した足場で作業してください
不安定な場所で作業すると、けがのおそれがあります。

1	カバーを取り外す 少し引き上げて
手前に引く
少し引き上げて
手前に引く

4．設置
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設置

2	本体の4か所に木ねじを通し、壁に取り付ける
複数の制御盤を並べて設置する場合、制御盤同士
の間隔を100mm以上開けてください。

3	カバーを閉じる

■作業は完了です。

カバーを押し入れてから
下げて固定する
カバーを押し入れてから
下げて固定する
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5-1　はじめに確認

警告

機器の設置工事・電気工事・試運転は、必ずお買い上げの販売店、または工事業者が行う

工事や試運転はお客様ご自身では行わないでください。
不備があると、感電や火災のおそれがあります。

火災予防条例、電気設備に関する技術基準、電気工事はそれぞれ指定の工事業者に依頼す
るなど法令の基準を必ず守る
法令違反になる場合や施工不備により、感電、漏電、動作不良または火災のおそれがあ
ります。

機器には専用の配線用遮断器を設置する
電源がショートした場合、火災のおそれがあります。
配線用遮断器は、機器の定格電流に合わせて選定してください。

注意 施工前に必ず電源を切る
感電のおそれがあります。

	

お願い ●強電配線と弱電配線は、絶対に一緒に束ねないでください。

強電配線に使用する
・AC100/200V電源
・アース線

強電配線に使用する
・AC100/200V電源
・アース線

弱電配線に使用する
・子機との通信配線
弱電配線に使用する
・子機との通信配線

R S FG R S FG

交流R相

交流S相

シールド
渡り配線用

5．電気配線の施工
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電気配線の施工

5-2　電源・アース

注意
アース工事を確実に行なってください
故障や漏電のときに感電するおそれがあります。

接地抵抗を計測する際、雨などで接地極がぬれていない事を確認してください
接地抵抗を正しく計測できないおそれがあります。

アース端子にはD種接地工事を必ず施してください。また、アース端子と温室の鉄骨柱とを接続してください。
必ず接地抵抗を計測し、接地に問題がないことを確認してください。
■使用する電線
電源線
対応AC電線：単相90V～ 220V
電線：CV 2.0mm²、または VCTF 2.0mm²
アース線
電線：VSF相当 2.0mm²（緑／黄）

	 お願い
●温室内全体の機器を雷から保護し、付属のサージアブソーバよりも耐雷性能を向
上した避雷器をオプション品として用意しています。お買い上げの販売店、また
はお近くのネポン営業所へお問い合わせください。

5-3　RS-485通信配線
RS485通信配線は、USB-RS485基板に配線します。
モニタリングセンサー（MAC-5000・MAC-5010）／HKコントローラ（HKC-250シリーズ・HKC-300）
／ハウスカオンキ30型と、制御盤（MC-6001）／警報入力ユニット（AAL-1001A）とで配線する端子が
異なります。

USB-RS485基板

警報入力ユニット
（通信線）
＊接点入力は接続
　しないでください

モニタリングセンサー
または

HKコントローラ
制御盤

MC MAC 予備 警報
入力

アースアース
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電気配線の施工

次のように配線してください。

MC MAC 予備 警報
入力

MC MAC

1 SG

2 FG

片側4端子に配線する片側4端子に配線する

黒

白

緑またはシールド

赤

配線する

1	カバーをとりはずす

2	端子台に接続する配線を加工する
各製品・センサーの配線を確認し、端子台に接続する配線を加工します。
端子台は、プッシュイン方式の端子台を使用しています。
配線の先端は、フェルール端子、または棒端子(絶縁被覆付棒形圧着端子)を使用して加工してください。

被覆を剥く フェルール端子を装着する 専用工具を用いて、圧着加工する

圧着部

少し引き上げて
手前に引く
少し引き上げて
手前に引く
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電気配線の施工

3	配線を接続する
各製品・センサーの配線・コネクタを接続します。
端子挿入穴1個に1本の配線を接続します。弱電の
配線・強電の配線は、制御盤内のそれぞれのダクト
を通して配線してください。

4	カバーを閉じる

■�接続する機器によって、配線や設定の方法が異なります。詳細については各機器のページをご参照ください。

FUSE

AC250V5A

警報4
（OCR　
200V）

カ
ー
テ
ン

Ｃ

Ｓ

Ｏ

Ｃ

Ｓ

Ｏ

カ
ー
テ
ン

Ｃ

Ｓ

Ｏ

カ
ー
テ
ン

窓
４
Ｂ

LO

LS

Ｓ相コモン

Ｒ相

Ｓ相

Ｒ相

Ｓ相

電
源
Ａ
Ｃ
２
０
０
Ｖ

（
渡
り
用
）

２

３

４

端子挿入穴
配線を奥まで
差し込む＊

リリースホール
細いマイナスドライバー
を挿し込み配線を抜く

＊差し込んだ後、軽く引っ張り配線が
　抜けないことを確認する

カバーを押し入れてから
下げて固定する
カバーを押し入れてから
下げて固定する
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電気配線の施工

HKコントローラ　HKC-250シリーズの場合

配線方法
HKコントローラ HKC-250シリーズは、USB-RS485基板のMAC端子に配線します。

ＨＫＣ－２５３

C C1 B B1 OV2 OV IG BN T1 T HL1 B4 B3 F2 F1 NH AL 2 1B5 BC FC FN

電源 注意

表 示
切 替 もどり

クリア点 検

警  　報
リセット

T4 OCR NOPT2 T3 NOP

上げる下げる

室温設定

取 扱 方 法

表示
切替

上げる下げる

１．
。室温設定用ツマミです 

、表示窓 下段の設定室温を見ながら

２．

点　検３． ， ，運転レベル 電源電圧レベル 
，フレームレベル エラー履歴等の

、 。確認用で 点検時に使用します 
。、※通常時は 使用しないでください 

， ， ，室温 最高室温 最低室温 
， 。燃焼時間 燃焼回数の確認用です 

。設定してください 

もどり４． 。電源投入時の通常表示にもどします 

クリア５． － 。記憶しているデ タ消去用です 

室温設定

６． 、警報ランプが点灯した時は 異常
警　報
リセット

、 。解除後 押してください 

。警報リセット用です 

SG 2 A A1    ESG2SDBSDARDBRDA

RT
H

Cd
S

NH
TH

HKC AN-BOX

SG

①

②

FG

RDA RDB SDA SDB SG2

シールド線

ID設定

ＨＫＣ－２５３

C C1 B B1 OV2 OV IG BN T1 T HL1 B4 B3 F2 F1 NH AL 2 1B5 BC FC FN

電源 注意

表 示
切 替 もどり

クリア点 検

警  　報
リセット

T4 OCR NOPT2 T3 NOP

上げる下げる

室温設定

取 扱 方 法

表示
切替

上げる下げる

１．
。室温設定用ツマミです 

、表示窓 下段の設定室温を見ながら

２．

点　検３． ， ，運転レベル 電源電圧レベル 
，フレームレベル エラー履歴等の

、 。確認用で 点検時に使用します 
。、※通常時は 使用しないでください 

， ， ，室温 最高室温 最低室温 
， 。燃焼時間 燃焼回数の確認用です 

。設定してください 

もどり４． 。電源投入時の通常表示にもどします 

クリア５． － 。記憶しているデ タ消去用です 

室温設定

６． 、警報ランプが点灯した時は 異常
警　報
リセット

、 。解除後 押してください 

。警報リセット用です 

SG 2 A A1    ESG2SDBSDARDBRDA

RT
H

Cd
S

NH
TH

ID＝1
（初期状態）

０Ｎ

1 2 3 4

ID＝2

カバーを外してください。

０Ｎ

1 2 3 4

ID＝3

０Ｎ

1 2 3 4

ID＝5

０Ｎ

1 2 3 4

ID＝6

０Ｎ

1 2 3 4

ID＝7

０Ｎ

1 2 3 4

ID＝4

０Ｎ

1 2 3 4

ツメツメ
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電気配線の施工

HKコントローラ　HKC-300の場合

配線方法
HKコントローラ HKC-300は、USB-RS485基板のMAC端子に配線します。

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

HKC AN-BOX

SG

①

②

FG

シールド線

NHTH SG2 RSA RSB 2W+2W－ E A A1

ID設定
使用する環境に合わせて、通信IDを設定してください。

1	ホームボタンを押しながら点検ボタン	
を押す
	◎保守モード画面が表示されます。

2	切替ボタンを8回押す、または	
ホームボタンを押しながら切替ボタンを
2回押す
	◎液晶画面に［保守｜ID 設定］が表示され
ます。

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

使用燃料
〈保守｜燃料切替〉

[ Ａ 重 油 ]

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

通信 I D
〈 保 守 ｜ I D 切 替 〉

[ 0 1 ]
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電気配線の施工

3	方向ボタンを押し、通信IDを設定する
複数のハウスカオンキを接続する場合は、
各ハウスカオンキで異なるIDを設定してくだ
さい。同じIDを設定すると、通信できません。

4	ホームボタンを押して、ホーム画面に	
戻る

ハウスカオンキ30型の場合

配線方法
ハウスカオンキ30型は、USB-RS485基板のMAC端子に配線します。

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張
ハウスカオンキ30型 AN-BOX

SG

①

②

FG

シールド線

SG A B FG
AN-BOX

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

通信 I D
〈 保 守 ｜ I D 切 替 〉

[ 0 1 ]

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張
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電気配線の施工

ID設定
使用する環境に合わせて、通信IDを設定してください。

1	ホームボタンを押しながら点検ボタン	
を押す
	◎保守モード画面が表示されます。

2	切替ボタンを11回押す、または	
ホームボタンを押しながら切替ボタンを
2回押す
	◎液晶画面に［保守｜ID 設定］が表示され
ます。

3	方向ボタンを押し、通信IDを設定する
複数のハウスカオンキを接続する場合は、
各ハウスカオンキで異なるIDを設定してくだ
さい。同じIDを設定すると、通信できません。

4	ホームボタンを押して、ホーム画面に	
戻る

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

使用燃料
〈保守｜燃料切替〉

[ Ａ 重 油 ]

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

通信 I D
〈 保 守 ｜ I D 切 替 〉

[ 0 1 ]

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

通信 I D
〈 保 守 ｜ I D 切 替 〉

[ 0 1 ]

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張
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電気配線の施工

モニタリングセンサー　MAC-5010の場合

配線方法
モニタリングセンサーMAC-5010は、USB-RS485基板のMAC端子に配線します。

CH1 CH2 CH3 CH4

CH5 CH6 CH7 CH8

ＡＬ
２＋

ＡＬ
２－

ＡＬ
１＋ ＳＧ ① ② ＦＧ Ｓ ＥＲＡＬ

１－

ＡＬ
３＋

ＡＬ
３－

ＡＬ
Ｇ

２００
ＡＬ１

２００
ＡＬ１

２００
ＡＬ２

２００
ＡＬ２

ＳＲ

MAC-5010 AN-BOX

SG

①

②

FG

SG ① ② FG Ｒ Ｓ E

AC200V
アース

シールド線

電源

ID設定
MAC-5010は、MAC-5010モードとMAC-5000互換モードとの2タイプの設定ができます。
親機であるAN-BOXにはそれぞれ4台ずつ、合計8台まで接続できます。
モードと接続台数によりID設定が異なりますので、ご確認のうえ設定を行なってください。

CH1 CH2 CH3 CH4

CH5 CH6 CH7 CH8

ＡＬ
２＋

ＡＬ
２－

ＡＬ
１＋ ＳＧ ① ② ＦＧ Ｓ ＥＲＡＬ

１－

ＡＬ
３＋

ＡＬ
３－

ＡＬ
Ｇ

２００
ＡＬ１

２００
ＡＬ１

２００
ＡＬ２

２００
ＡＬ２

ＳＲ

1

O
N

3
4

2

ID＝28
（初期状態）

０Ｎ

1 2 3 4

ID＝29

０Ｎ

1 2 3 4

ID＝30

０Ｎ

1 2 3 4

ID＝8

０Ｎ

1 2 3 4

ID＝9

０Ｎ

1 2 3 4

ID＝10

０Ｎ

1 2 3 4

ID＝31

０Ｎ

1 2 3 4

ID＝11

０Ｎ

1 2 3 4

MAC-
5010
モード

MAC-
5000
モード

ディップスイッチディップスイッチ

ツメツメ
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電気配線の施工

統合環境制御盤　MC-6001の場合

配線方法
制御盤MC-6001は、USB-RS485基板のMC端子に配線します。

FUSE

AC250V5A

警報4

ＨＰ
暖房1

ＨＰ
冷房1

ＨＫ
ﾌｧﾝ1

ＨＰ
暖房2

ＨＰ
冷房2

ＨＫ
ﾊﾞｰﾅ2

ＨＫ
ﾌｧﾝ2

ＨＰ
暖房3

ＨＰ
冷房3

ＨＰ
暖房4

ＨＰ
冷房4

ＨＫ
ﾊﾞｰﾅ3

ＨＫ
ﾊﾞｰﾅ1

ＨＫ
ﾌｧﾝ3

ＨＫ
ﾌｧﾝ4

ＨＫ
ﾊﾞｰﾅ4

LO

LS

Ｓ相コモン

LO

LS

Ｓ相コモン

LO

LS

Ｓ相コモン

LO

LS

Ｓ相コモン

LO

LS

Ｓ相コモン

LO

LS

Ｓ相コモン

窓
１
Ａ

窓
１
Ｂ

窓
２
Ａ

窓
２
Ｂ

窓
３
Ａ

窓
３
Ｂ

一括
警報

ＣＯ

補助
温調1

補助
温調3

補助
温調5

補助
温調2

補助
温調4

循環扇
１

循環扇
２

２

Ｃ

Ｓ

Ｏ

（OCR　
200V）

カ
ー
テ
ン

カ
ー
テ
ン

Ｃ

Ｓ

Ｏ

Ｃ

Ｓ

Ｏ

カ
ー
テ
ン

Ｃ

Ｓ

Ｏ

カ
ー
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1234

　bit
DSW1
DSW2
DSW3
DSW4

　　　　機能
レガシーモード選択
接続モード選択

スレーブ ID

　　　　　　　　　内容
OFFにするとアグリネットアドバンス仕様
OFF：ボーレート9600bps　ON：ボーレート115200bps

DSW2 ONのとき（アグリネットアドバンス）モードの通信 ID

カバーを外してください。

＊AN-BOXに接続する場合は、スイッチ1をOFF　スイッチ2をONにしてください

ツメツメ

０Ｎ

1234

０Ｎ

1234

０Ｎ

1234

ID＝1 ID＝2 ID＝3 ID＝4
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電気配線の施工

モニタリングセンサー　MAC-5000（販売終了製品）の場合
接続には専用のケーブルが必要となります。あらかじめご用意ください。
ケーブルはネポンで販売していますので、ケーブルの取り扱いについてはお近くのネポン営業所までお問い合
わせください。

電源監視基板

CN14に接続

DC12V
12端子に接続

DC12V
0端子に接続

CN14

配線方法
モニタリングセンサーMAC-5000は、USB-RS485基板のMAC端子に配線します。
AN-BOXにはMAC-5000用電源としてDC12V電源を備えています。

MAC-5000 AN-BOX

SG

①

②

FG

ＲGＲ＋Ｒ＋Ｒ－Ｒ－ＲG ＲS ＲS

シールド線
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電気配線の施工

ID設定

ID＝8
（初期状態）

０Ｎ

1 2 3 4

ID＝9

０Ｎ

1 2 3 4

ID＝10

０Ｎ

1 2 3 4

ID＝11

０Ｎ

1 2 3 4

ツメツメ
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電気配線の施工

機器を複数接続する場合
渡り配線が一筆書きとなるようにしてください。
星形（多分岐）の配線とした場合、通信エラーが頻発する場合があります。

MC

MAC

警報入力

MC-6001 MC-6001

警報入力
ユニット

警報入力
ユニット

MAC-5000 MAC-5010

MAC-5000 MAC-5010 HKC-250シリーズ

AN-BOX

HKC-250シリーズ

良い例

MC

MAC

警報入力

MC-6001 MC-6001

警報入力
ユニット

警報入力
ユニット

MAC-5000 MAC-5010

MAC-5000 MAC-5010 HKC-250シリーズ

AN-BOX

HKC-250シリーズ

悪い例

MC

MAC

警報入力

MAC-5000 MAC-5010

MAC-5000 MAC-5010 HKC-250シリーズ

AN-BOX HKC-250シリーズ

悪い例

一筆書きになっている

AN-BOXから分岐している

接続機器から分岐している

＊一筆書きになっていれば、順不同です。
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電気配線の施工

5-4　配線施工後の確認
配線完了後、お客様と次の項目を必ず確認してください。
作業が正常に行なわれていない場合、機器の故障・誤動作のおそれがあります。

用途
　ㅓ 施設園芸用として使用しますか

電気工事
　ㅓ 制御盤1つに対して、複数の漏電ブレーカーを直列に設置、接続していませんか
　ㅓ AN-BOXのアース端子にアース（D種接地）工事をしていますか

設置
　ㅓ 水のかからない場所に設置していますか
　ㅓ 直射日光の当たらない場所に設置していますか
　ㅓ 木製の壁に垂直に設置していますか
　ㅓ 振動のない場所に設置していますか

電源
　ㅓ AC電源端子にAC90 ～220Vの電圧が入力されていますか
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電気配線作業完了後、お客様に機器を引き渡す前に試運転を行なってください。

警告
機器の設置工事・電気工事・試運転は、必ずお買い上げの販売店、または工事業者に依頼	
してください
工事や試運転はお客様ご自身では行わないでください。
不備があると、感電や火災のおそれがあります。

注意

ぬれた手で、制御盤に触れないでください
感電のおそれがあります。

工事や試運転が正しくされているか確認してください
不備があると、感電や火災のおそれがあります。

センサーやオプション品（別売品）もネポン指定品を使用してください
指定以外の部品を使用すると、事故や故障のおそれがあります。

6-1　試運転前の確認
試運転前に、次の項目を確認してください。

　ㅓ 設置は完了していますか
　ㅓ 電気配線が完了していますか
　ㅓ 子機のID設定は正しくされていますか

6．試運転
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試運転

6-2　装置の製造番号の登録

	 お願い ●登録は、ネポンの担当の者が行います。お近くのネポン営業所までお問い合わせ
ください。

1	工事者用URL（QRコード）にアクセスする
ケース内のゲートウェイに貼り付けてある銘板内の「工事者用URL（QRコード）」にQRコード対応の情
報端末でアクセスしてください。

2	登録する
ユーザーおよび圃場に対するコントローラの製造番号を登録します。
URLは製造番号毎に異なりますので、必ず登録対象の装置のURLにアクセスしてください。
登録処理に5分～10分ほどかかります。

WiFi

Pass

044788000

製造番号

工事者用

保守用

6-3　試運転
1	電源を入れる

電源スイッチ

底面
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試運転

2	バッテリーを接続する
工場出荷時には、バッテリーは接続されていません。
停電時にAN-BOXから停電警報を送信できる状態にするため、バッテリーを接続してください。
バッテリーは充電式でAC電源接続時に充電されます。
満充電となるまで、24時間程度必要です。

バッテリーバッテリー

リピートタイリピートタイ

バッテリー接続コネクター（CN6）バッテリー接続コネクター（CN6）

■作業は完了です。

6-4　電波強度の確認
試運転後に次のような状態になる場合は、電波強度が弱い可能性があります。

	◎アグリネットアドバンスにデータが表示されない
	◎アグリネットアドバンスにデータは表示されるが、途切れている

手順に従って電波強度を確認し、電波受信を改善してください。

1	カバーを取り外す 少し引き上げて
手前に引く
少し引き上げて
手前に引く
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試運転

2	 STATUSランプを確認する
色 状態

白 モバイル回線電波強度：強

水色 モバイル回線電波強度：中

青 モバイル回線電波強度：弱

紫 モバイル回線電波強度：圏外

3	 AN-BOXの周囲に電波を遮るもの（金属）や、強い電波を発するもの（ラジオ）がある場合は、
5～10m程度離す

4	電波を遮るものや強い電波を発するものなど電波に影響を与えるものがない場合、または改善
しない場合は、アンテナセット（オプション品）を取り付ける
アンテナセット（オプション品）をAN-BOXに取り付けて、STATSUランプが青～水色になる位置に設
置してください。

5	カバーを閉じる

■作業は完了です。

6-5　試運転後の確認
試運転後、次の項目を確認してお客様に引き渡してください。
登録処理をしている場合は、完了するまで5～10分お待ちください。

　ㅓ アグリネットアドバンスにデータが表示されていますか
　ㅓ �子機の警報を発生させたとき、メールを受信していますか�
＊�メールは登録したユーザーにしか届きません。アグリネットアドバンス画面にて確認するための�
メールアドレスを追加してください。

STATUS

カバーを押し入れてから
下げて固定する
カバーを押し入れてから
下げて固定する



33

お願い ●保守を行なう際は、必ずお近くのネポン営業所、またはお買い上げの販売店に依
頼してください。

注意
通電した状態で作業しない
作業の前に電源線を外す、または分電盤などの元電源を切るなどしてください。感電、故
障のおそれがあります。

7-1　ヒューズを交換する
電源監視基板のLEDが一切点灯しない場合はヒューズが切れています。
ヒューズを交換してください。

1	ヒューズが切れた原因を取り除く

2	ヒューズを交換する

電源監視基板

■作業は完了です。

7-2　バッテリーを交換する

準備する
次の部品をご用意ください。
◎�交換用バッテリーパック
バッテリーパックの取り扱いについては、お近くのネポン営業所までお問い合わせください。
＊バッテリーは2年を目安に交換してください。

7．	保守
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保守

交換する

バッテリーバッテリー

リピートタイリピートタイ

バッテリー接続コネクター（CN6）バッテリー接続コネクター（CN6）

バッテリー接続コネクターバッテリー接続コネクター

1	コネクターを取り外す

2	リピートタイを取り外す
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保守

3	バッテリーを取り外す
リピートタイを外してバッテリーを取り外します。

4	新しいバッテリーをセットする
リピートタイを締めてバッテリーを取り付けます。

5	コネクターを接続する

■作業は完了です。
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